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１ 資料収集と編集方針 

＊想定する物語の分野は、次のようなテープを

想定した。 

例【川をつくった伝説】 

【川に関する行事・祭り】 

【災害の痕跡】 

【各地の橋にまつわる言い伝え】 

【近代産業を支えた風穴】 

【川がつくる景観】 

【川沿いに残る碑や水神】 

【用水、利水、ダム】など 

２ 川ものがたり冊子の編集 

調査で収集した資料を基に各自で、多くの人に

読んでもらう、わかりやすく紹介するという視点

でまとめ作業をおこない、３回の編集会議を実施

した。 

当初、本編とパンフレット的な要約との２分冊

にわけることを考えたが、多くの情報をどう伝え

るかを検討し、ハンディタイプの大きさで気軽に

読める冊子を目指し、発行部数も増やすこととし

た。 その結果は、下記の目次にあるように６章

で構成する「川ものがたり」とした。 

なお、千曲川を「ちくまがわ」としたのは、冊子の範囲が長野県では「千曲川と犀川」の２つの大河川

に分かれていること、千曲川の漢字の歴史を考える意味であえて「ひらがな表記」とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



冊子はカラーＢ５版 ページ数は表紙とも１３６ページ  発行部数は３００部、 
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冊子は、流域の市町村、国や県の機関、県立図書館、県内の市立図書館等へ寄贈しました。 

また、添付の新聞等に取り上げられたため、希望された方に数十部配布しました。 

（現在余部はありませんので 追加の配布にはお答えできません。図書館での貸出をご利用願い

ます。） 






